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発酵よ、もっと熱くなれ！

　おたり村民の愛情たっぷり味噌づくり！

  おたりつぐらにて

「玄米麹DE味噌づくり」講座を開催しました！

[ おもな内容 ]

２ 副村長就任挨拶
3 令和６年度小谷村低所得世帯
子育て加算給付金のご案内



副

村

長

退

任

挨

拶

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
小
谷
村
副
村
長

　上
　
川
　
喜
　
一

含
む
。）
か
つ
、
昭
和
60
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

管
内
市
町
村
（
大
町
市
、池
田
町
、

松
川
村
、
白
馬
村
、
小
谷
村
）
に

居
住
し
て
い
る
人
ま
た
は
令
和
７

年
４
月
以
降
に
居
住
で
き
る
人

■
受
験
手
続
き

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
（
受
付
期
間
必
着
）
ま

た
は
直
接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
事
務
局
総
務
課
総
務
係
へ

■
受
付
期
間

　
７
月
29
日
（
月
）
～

　
８
月
16
日
（
金
）

■
試
験
日

　
１
次
試
験
　
９
月
22
日
（
日
）

　
２
次
試
験
　
10
月
下
旬

■
お
問
い
合
わ
せ

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局

　
総
務
課
総
務
係

　
　

２
２
‐
６
７
６
４

 

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　
今
日
の
平
和
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者

等
の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、
国
と
し
て
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没

者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
、
令
和
７
年

４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
序
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お

一
人
に
支
給
し
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

１
．
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
　
①
父
母
、　
②
祖

父
母
、　
③
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番

が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
以
内
の
親
族
（
甥
、
姪
、

ひ
孫
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　
額
面
27
・
５
万
円
、

　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
二
回
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

■
請
求
手
続
き

　
事
前
に
役
場
住
民
係
（
　
８
２
‐
２

５
８
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
手

続
き
に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
１

第
十
二
回

 

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
策
と
し

て
、
令
和
６
年
度
住
民
税
均
等
割
非

課
税
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
村
か

ら
臨
時
給
付
金
と
し
て
、
１
世
帯
あ

た
り
３
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
を
４

月
４
日
発
行
の
全
戸
配
布
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
加
え
、
臨
時
給
付
金
（
１

世
帯
あ
た
り
３
万
円
）
の
給
付
対
象

と
な
っ
て
い
る
令
和
６
年
度
住
民
税

均
等
割
非
課
税
世
帯
で
、
18
歳
以
下

の
児
童
（
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
世
帯
主
に
、
児
童
１
人
に
つ
き
２

万
円
を
追
加
で
支
給
し
ま
す
。
対
象

要
件
、
申
請
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
対
象
世
帯

　
令
和
６
年
度
小
谷
村
地
方
創
生
交

付
金
（
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
）
の

受
給
対
象
で
あ
る
世
帯
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
令
和
６
年
12
月
13
日
時
点
で
、
18

歳
以
下
の
児
童
（
平
成
18
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
）
が

い
る
世
帯

②
令
和
６
年
12
月
14
日
か
ら
令
和
７

年
７
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新

生
児
が
い
る
世
帯

■
申
請
方
法

　　
　
申
請
な
ど
の
手
続
き
は
不
要
で

す
。
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
５
月

上
旬
に
村
か
ら
お
知
ら
せ
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　　
　
支
給
要
件
確
認
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
住
民
係
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
令

和
７
年
８
月
15
日
ま
で
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
給
付
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円

■
給
付
時
期

　
６
月
上
旬
頃
か
ら
順
次
給
付
を
開

始
す
る
予
定
で
す

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
１

令和６年度小谷村低所得世帯子育て加算給付金
（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）のご案内

対
象
世
帯
及
び
申
請
方
法

①
の
世
帯

②
の
世
帯

（故）
　
令
和
６
年
10
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
南
小
谷
小
学

校
長
　
郷
津
豊
弘
氏
が
長
年
に
わ
た
る
功
労
に
よ

り
、
正
六
位
の
位
階
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
叙
位
・
叙
勲
と
は
、
公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、

困
難
度
、
責
任
の
程
度
な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
果

た
し
成
績
を
上
げ
た
人
に
対
し
て
、
授
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
郷
津
先
生
は
、
昭
和
26
年
に
教
員
に
な
ら
れ
、
平

成
３
年
３
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
か
ら
退
職
時
ま
で
旧
南
小
谷
小
学
校
長

と
し
て
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
文
部
科
学
省
の
同
和
教
育
指
定
校
と
し
て

「
共
に
生
き
、
学
ぶ
こ
と
が
う
れ
し
い
子
ど
も
を
育

て
る
指
導
の
あ
り
方
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
指
導

し
て
成
果
を
発
表
し
、
児
童
の
育
成
を
目
標
と
し
た

指
導
を
確
立
す
る
た
め
の
体
制
作
り
に
教
育
者
と
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
に
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
、
更
に
こ
の
た
び
正
六
位
の
位
階

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
過
日
、
教
育
長
よ
り
ご
家
族

の
方
へ
叙
位
の
伝
達
を
し
ま
し
た
。

元
南
小
谷
小
学
校
長

郷
津 

豊
弘 

氏
叙

位

　
こ
の
た
び
、
３
月
末

日
を
も
っ
て
、
任
期
満

了
に
よ
り
副
村
長
の
職

を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。

　
一
般
職
時
代
を
通
じ

て
、
45
年
間
村
政
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
間
村
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導

を
賜
り
、
今
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
、

厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
谷
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
等
非
常
に

厳
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
村
村
政
の
新
た
な

体
制
の
下
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

　
今
後
は
、
一
村
民
と
し
て
、
村
政
の
発
展
と
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副

村

長

就

任

挨

拶

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新
小
谷
村
副
村
長

　竹
　
内
　
浩
　
平

　
こ
の
た
び
、
小
谷
村

議
会
の
同
意
を
い
た
だ

き
小
谷
村
副
村
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
長
野
県
職
員

と
し
て
長
年
、
建
設
分

野
の
行
政
に
携
り
、
こ

の
間
、
大
北
地
域
に
は

三
回
勤
務
し
ま
し
た
。
今
回
、
愛
着
の
あ
る
小
谷
村
で

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　
小
谷
村
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
歴
史
や
民

族
文
化
に
触
れ
あ
え
る
魅
力
あ
る
地
域
で
す
。一
方
で
、

厳
し
い
地
勢
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
大
き
な

災
害
を
経
験
す
る
な
ど
、
今
後
の
災
害
へ
の
備
え
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
な
ど
課
題
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

村
民
の
皆
さ
ま
や
職
員
と
の
対
話
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
中
村
村
長
が
掲
げ
る
「
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
皆

が
力
を
あ
わ
せ
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
小
谷
村
」

の
実
現
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
も
生
か
し
な
が

ら
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
厳
し
く
も
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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副

村

長

退

任

挨

拶

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
小
谷
村
副
村
長

上
　
川
　
喜
　
一

含
む
。）
か
つ
、
昭
和
60
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

管
内
市
町
村
（
大
町
市
、池
田
町
、

松
川
村
、
白
馬
村
、
小
谷
村
）
に

居
住
し
て
い
る
人
ま
た
は
令
和
７

年
４
月
以
降
に
居
住
で
き
る
人

■
受
験
手
続
き

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
（
受
付
期
間
必
着
）
ま

た
は
直
接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
事
務
局
総
務
課
総
務
係
へ

■
受
付
期
間

７
月
29
日
（
月
）
～

８
月
16
日
（
金
）

■
試
験
日

１
次
試
験

９
月
22
日
（
日
）

２
次
試
験

10
月
下
旬

■
お
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局

総
務
課
総
務
係

２
２
‐
６
７
６
４

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　
今
日
の
平
和
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者

等
の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、
国
と
し
て
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没

者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

■
支
給
対
象
者

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
、
令
和
７
年

４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
序
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お

一
人
に
支
給
し
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

１
．
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
　
①
父
母
、　
②
祖

父
母
、　
③
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番

が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
以
内
の
親
族
（
甥
、
姪
、

ひ
孫
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

額
面
27
・
５
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
二
回
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

■
請
求
手
続
き

事
前
に
役
場
住
民
係
（
　
８
２
‐
２

５
８
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
手

続
き
に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
１

第
十
二
回

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
策
と
し

て
、
令
和
６
年
度
住
民
税
均
等
割
非

課
税
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
村
か

ら
臨
時
給
付
金
と
し
て
、
１
世
帯
あ

た
り
３
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
を
４

月
４
日
発
行
の
全
戸
配
布
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
加
え
、
臨
時
給
付
金
（
１

世
帯
あ
た
り
３
万
円
）
の
給
付
対
象

と
な
っ
て
い
る
令
和
６
年
度
住
民
税

均
等
割
非
課
税
世
帯
で
、
18
歳
以
下

の
児
童
（
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
世
帯
主
に
、
児
童
１
人
に
つ
き
２

万
円
を
追
加
で
支
給
し
ま
す
。
対
象

要
件
、
申
請
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
対
象
世
帯

令
和
６
年
度
小
谷
村
地
方
創
生
交

付
金
（
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
）
の

受
給
対
象
で
あ
る
世
帯
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
令
和
６
年
12
月
13
日
時
点
で
、
18

歳
以
下
の
児
童
（
平
成
18
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
）
が

い
る
世
帯

②
令
和
６
年
12
月
14
日
か
ら
令
和
７

年
７
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新

生
児
が
い
る
世
帯

■
申
請
方
法

申
請
な
ど
の
手
続
き
は
不
要
で

す
。
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
５
月

上
旬
に
村
か
ら
お
知
ら
せ
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

支
給
要
件
確
認
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
住
民
係
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
令

和
７
年
８
月
15
日
ま
で
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
給
付
額

児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円

■
給
付
時
期

６
月
上
旬
頃
か
ら
順
次
給
付
を
開

始
す
る
予
定
で
す

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
１

令和６年度小谷村低所得世帯子育て加算給付金
（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）のご案内

対
象
世
帯
及
び
申
請
方
法

①
の
世
帯

②
の
世
帯

（故）令
和
６
年
10
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
南
小
谷
小
学

校
長
　
郷
津
豊
弘
氏
が
長
年
に
わ
た
る
功
労
に
よ

り
、
正
六
位
の
位
階
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

叙
位
・
叙
勲
と
は
、
公
共
的
な
職
務
の
複
雑
度
、

困
難
度
、
責
任
の
程
度
な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
果

た
し
成
績
を
上
げ
た
人
に
対
し
て
、
授
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。

郷
津
先
生
は
、
昭
和
26
年
に
教
員
に
な
ら
れ
、
平

成
３
年
３
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
63
年
か
ら
退
職
時
ま
で
旧
南
小
谷
小
学
校
長

と
し
て
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
文
部
科
学
省
の
同
和
教
育
指
定
校
と
し
て

「
共
に
生
き
、
学
ぶ
こ
と
が
う
れ
し
い
子
ど
も
を
育

て
る
指
導
の
あ
り
方
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
指
導

し
て
成
果
を
発
表
し
、
児
童
の
育
成
を
目
標
と
し
た

指
導
を
確
立
す
る
た
め
の
体
制
作
り
に
教
育
者
と
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
に
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
、
更
に
こ
の
た
び
正
六
位
の
位
階

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
過
日
、
教
育
長
よ
り
ご
家
族

の
方
へ
叙
位
の
伝
達
を
し
ま
し
た
。

元
南
小
谷
小
学
校
長

郷
津

豊
弘

氏
叙

位

こ
の
た
び
、
３
月
末

日
を
も
っ
て
、
任
期
満

了
に
よ
り
副
村
長
の
職

を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。一

般
職
時
代
を
通
じ

て
、
45
年
間
村
政
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
間
村
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導

を
賜
り
、
今
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
、

厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

小
谷
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
等
非
常
に

厳
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
村
村
政
の
新
た
な

体
制
の
下
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

今
後
は
、
一
村
民
と
し
て
、
村
政
の
発
展
と
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副

村

長

就

任

挨

拶

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新
小
谷
村
副
村
長

竹
　
内
　
浩
　
平

こ
の
た
び
、
小
谷
村

議
会
の
同
意
を
い
た
だ

き
小
谷
村
副
村
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
長
野
県
職
員

と
し
て
長
年
、
建
設
分

野
の
行
政
に
携
り
、
こ

の
間
、
大
北
地
域
に
は

三
回
勤
務
し
ま
し
た
。
今
回
、
愛
着
の
あ
る
小
谷
村
で

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

小
谷
村
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
歴
史
や
民

族
文
化
に
触
れ
あ
え
る
魅
力
あ
る
地
域
で
す
。一
方
で
、

厳
し
い
地
勢
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
大
き
な

災
害
を
経
験
す
る
な
ど
、
今
後
の
災
害
へ
の
備
え
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
な
ど
課
題
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

村
民
の
皆
さ
ま
や
職
員
と
の
対
話
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
中
村
村
長
が
掲
げ
る
「
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
皆

が
力
を
あ
わ
せ
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
小
谷
村
」

の
実
現
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
も
生
か
し
な
が

ら
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
厳
し
く
も
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広報おたり　令和７年５月号（2）（3） 広報おたり　令和７年５月号



※
勤
務
先
等
か
ら
住
宅
手
当
や
引

越
手
当
等
が
支
給
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、そ
の
額
を
除
き
ま
す
。

■
補
助
限
度
額

①
夫
婦
と
も
29
歳
以
下
の
場
合

　
補
助
限
度
額
　
60
万
円

②
夫
婦
と
も
39
歳
以
下
の
場
合

　（
①
の
場
合
を
除
く
）

　
補
助
限
度
額
　
30
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
１

の
機
会
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
２

　
小
谷
村
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

　
血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
は

で
き
ず
、
輸
血
を
必
要
と
し
て
い

る
患
者
は
、
全
国
で
一
日
約
三
千

人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

献
血
の
お
願
い

５
月
29
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
ま
で

５
月
29
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
ま
で

県
内
に
お
け
る
ク
マ
の
人
身
被
害
に
つ
い
て

　
４
月
に
入
り
雪
解
け
も
進
み
、

村
内
に
お
い
て
も
ク
マ
の
出
没
・

目
撃
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
県
内
に
お
い
て
も
、
ク
マ
に
よ

る
人
身
被
害
の
発
生
状
況
が
、
報

道
等
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
４
月
時
点
で
の
人
身
被
害
の

発
生
は
異
例
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
農
作
業
等
に
よ
り
、

屋
外
作
業
の
機
会
が
増
え
て
く
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
ク
マ
と
の
遭

遇
に
は
ご
注
意
い
た
だ
き
、
屋
外

作
業
を
さ
れ
る
際
は
、
音
の
出
る

も
の
を
携
帯
い
た
だ
き
、
も
し
目

撃
さ
れ
た
際
は
、
役
場
農
林
係

（
　
８
２
‐
２
５
８
８
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
昨
年
度
よ
り
、
農
林
係
に

お
き
ま
し
て
も
、
ク
マ
の
目
撃
情

報
を
村
内
放
送
に
加
え
、
村
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
い
て
も
発
信
し

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
８

 

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
と
は

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
、
台
帳
に
記
載
の
あ

る
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
目
的
に
限
り
閲
覧
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

１
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
令
の
定

め
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
に
行
う
も
の

２
　
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研
究
そ
の
他

の
調
査
研
究
の
う
ち
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の

３
　
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
活
動
の
う
ち
、
公
益
性
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
も
の

４
　
営
利
目
的
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住
確
認
の

う
ち
、
訴
訟
の
提
起
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ

る
居
住
関
係
の
確
認
の
た
め
に
行
う
も
の

　
住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
及
び
第
11
条

の
２
第
12
項
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
閲
覧
及

び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
第
３

条
の
規
定
に
基
づ
き
、次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

■お問い合わせ　住民福祉課住民係 　　８２‐２５８１

令
和
６
年
度
分

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て

閲覧者氏名等
（法人の場合はその名称及び
代表者又は管理人の氏名）

閲覧事由（利用目的）
の概要

閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

自衛隊長野地方協力
本部

自衛官等募集
令和６年
４月11日

平成18年４月２日～平成
19年４月１日生まれの男
女で、村内全域の住民23件

厚生労働省健康・
生活衛生局難病対策課

ハンセン病問題に係
る全国的な意識調査

令和６年
９月12日

下記の対象地域、年齢住民
から25件
・対象地域　中小谷丙
・対象年齢
　令和６年７月１日時点で
18歳以上79歳以下の男女

白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

　
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
関

す
る
普
及
啓
発
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
展
示
、
環
境
活
動
の
拠
点

と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
４
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
会
議
・
研
修
室
を
備
え
る
ほ

か
、
ご
家
庭
に
あ
る
ま
だ
使
え
る
不
要
な
食
器
、
衣
類
な
ど

を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
き
、
欲
し
い
方
が
自
由
に
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
る
「
リ
ユ
ー
ス
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
ひ
ろ
ば
の
利
用
方
法

　
　

　
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
込
み
く
だ
さ
い
。

　
●
持
ち
込
み
で
き
る
物

　
・
衣
類

　
　（
し
み
、
黄
ば
み
、
破
損
等
の
な
い
き
れ
い
な
も
の
。

　
　
小
児
用
は
名
前
が
書
い
て
あ
る
も
の
も
可
）

　
・
陶
磁
器
の
食
器
等
（
破
損
の
無
い
き
れ
い
な
も
の
）

　
・
箱
入
り
で
未
使
用
の
贈
答
品
（
食
品
は
除
く
）

　
・
新
品
の
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ

　
・
お
も
ち
ゃ
（
電
池
不
要
の
も
の
）

　
・
絵
本
　
・
未
使
用
の
文
房
具

　
※
状
態
の
悪
い
も
の
、
リ
ユ
ー
ス
に
向
か
な
い
も
の
等
は

受
け
入
れ
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
リ
ユ
ー
ス
品
の
お
持
ち
帰
り
は
無
料
で
す
。

白馬リサイクルプラザ

白馬村大字北城９３０５‐８

■お問い合わせ
　・北アルプスエコパーク　　
　　　８５-５３１１
　・白馬リサイクルセンター　
　　　７２-３３１２

リ
ユ
ー
ス
品
の
持
込
み

リ
ユ
ー
ス
品
の
持
ち
帰
り

白馬リサイクルプラザ
白馬リサイクルセンター

　
村
で
は
、
昨
年
度
か
ら
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者
及
び
補
助
内
容
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を

提
出
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦
で
、
夫

婦
と
も
39
歳
以
下
で
世
帯
所
得
が

５
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
方
。

■
補
助
内
容

　
結
婚
に
伴
う
新
居
の

①
新
築
又
は
購
入
費
用

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

（
た
だ
し
、
次
は
対
象
外

倉
庫
・
車
庫
工
事
、
門
・
フ
ェ

ン
ス
・
植
栽
の
外
構
工
事
、
エ

ア
コ
ン
・
洗
濯
機
等
の
家
電
購

入
・
設
置
費
）

③
住
宅
賃
貸
料

（
賃
貸
料 

敷
金
・
礼
金
（
保
証

金
な
ど
も
含
む
） 

仲
介
手
数
料 

共
益
費
）

④
引
越
費
用

小
谷
村
結
婚
新
生
活

　

 

支
援
事
業
に
つ
い
て

（5）　広報おたり　令和７年５月号 広報おたり　令和７年５月号（4）



※
勤
務
先
等
か
ら
住
宅
手
当
や
引

越
手
当
等
が
支
給
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、そ
の
額
を
除
き
ま
す
。

■
補
助
限
度
額

①
夫
婦
と
も
29
歳
以
下
の
場
合

補
助
限
度
額
　
60
万
円

②
夫
婦
と
も
39
歳
以
下
の
場
合

　（
①
の
場
合
を
除
く
）

　
補
助
限
度
額
　
30
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
１

の
機
会
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係

８
２
‐
２
５
８
２

小
谷
村
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
は

で
き
ず
、
輸
血
を
必
要
と
し
て
い

る
患
者
は
、
全
国
で
一
日
約
三
千

人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

献
血
の
お
願
い

５
月
29
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
ま
で

５
月
29
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
ま
で

県
内
に
お
け
る
ク
マ
の
人
身
被
害
に
つ
い
て

４
月
に
入
り
雪
解
け
も
進
み
、

村
内
に
お
い
て
も
ク
マ
の
出
没
・

目
撃
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。県

内
に
お
い
て
も
、
ク
マ
に
よ

る
人
身
被
害
の
発
生
状
況
が
、
報

道
等
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
４
月
時
点
で
の
人
身
被
害
の

発
生
は
異
例
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
農
作
業
等
に
よ
り
、

屋
外
作
業
の
機
会
が
増
え
て
く
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
ク
マ
と
の
遭

遇
に
は
ご
注
意
い
た
だ
き
、
屋
外

作
業
を
さ
れ
る
際
は
、
音
の
出
る

も
の
を
携
帯
い
た
だ
き
、
も
し
目

撃
さ
れ
た
際
は
、
役
場
農
林
係

（
　
８
２
‐
２
５
８
８
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
昨
年
度
よ
り
、
農
林
係
に

お
き
ま
し
て
も
、
ク
マ
の
目
撃
情

報
を
村
内
放
送
に
加
え
、
村
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
い
て
も
発
信
し

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

８
２
‐
２
５
８
８

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
と
は

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
、
台
帳
に
記
載
の
あ

る
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
目
的
に
限
り
閲
覧
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

１
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
令
の
定

め
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
に
行
う
も
の

２
　
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研
究
そ
の
他

の
調
査
研
究
の
う
ち
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の

３
　
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
活
動
の
う
ち
、
公
益
性
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
も
の

４
　
営
利
目
的
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住
確
認
の

う
ち
、
訴
訟
の
提
起
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ

る
居
住
関
係
の
確
認
の
た
め
に
行
う
も
の

住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
及
び
第
11
条

の
２
第
12
項
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
閲
覧
及

び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
第
３

条
の
規
定
に
基
づ
き
、次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

■お問い合わせ　住民福祉課住民係 　 ８２‐２５８１

令
和
６
年
度
分

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て

閲覧者氏名等
（法人の場合はその名称及び
代表者又は管理人の氏名）

閲覧事由（利用目的）
の概要

閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

自衛隊長野地方協力
本部

自衛官等募集
令和６年
４月11日

平成18年４月２日～平成
19年４月１日生まれの男
女で、村内全域の住民23件

厚生労働省健康・
生活衛生局難病対策課

ハンセン病問題に係
る全国的な意識調査

令和６年
９月12日

下記の対象地域、年齢住民
から25件
・対象地域　中小谷丙
・対象年齢
令和６年７月１日時点で

18歳以上79歳以下の男女

白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

　
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
関

す
る
普
及
啓
発
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
展
示
、
環
境
活
動
の
拠
点

と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
４
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
会
議
・
研
修
室
を
備
え
る
ほ

か
、
ご
家
庭
に
あ
る
ま
だ
使
え
る
不
要
な
食
器
、
衣
類
な
ど

を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
き
、
欲
し
い
方
が
自
由
に
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
る
「
リ
ユ
ー
ス
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
ひ
ろ
ば
の
利
用
方
法

　白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
込
み
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
込
み
で
き
る
物

・
衣
類

　（
し
み
、
黄
ば
み
、
破
損
等
の
な
い
き
れ
い
な
も
の
。

小
児
用
は
名
前
が
書
い
て
あ
る
も
の
も
可
）

・
陶
磁
器
の
食
器
等
（
破
損
の
無
い
き
れ
い
な
も
の
）

・
箱
入
り
で
未
使
用
の
贈
答
品
（
食
品
は
除
く
）

・
新
品
の
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ

・
お
も
ち
ゃ
（
電
池
不
要
の
も
の
）

・
絵
本
　
・
未
使
用
の
文
房
具

※
状
態
の
悪
い
も
の
、
リ
ユ
ー
ス
に
向
か
な
い
も
の
等
は

受
け
入
れ
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

リ
ユ
ー
ス
品
の
お
持
ち
帰
り
は
無
料
で
す
。

白馬リサイクルプラザ

白馬村大字北城９３０５‐８

■お問い合わせ
・北アルプスエコパーク

８５-５３１１
・白馬リサイクルセンター

７２-３３１２

リ
ユ
ー
ス
品
の
持
込
み

リ
ユ
ー
ス
品
の
持
ち
帰
り

白馬リサイクルプラザ
白馬リサイクルセンター

　
村
で
は
、
昨
年
度
か
ら
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者
及
び
補
助
内
容
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
補
助
対
象
者

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を

提
出
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦
で
、
夫

婦
と
も
39
歳
以
下
で
世
帯
所
得
が

５
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
方
。

■
補
助
内
容

結
婚
に
伴
う
新
居
の

①
新
築
又
は
購
入
費
用

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

（
た
だ
し
、
次
は
対
象
外

倉
庫
・
車
庫
工
事
、
門
・
フ
ェ

ン
ス
・
植
栽
の
外
構
工
事
、
エ

ア
コ
ン
・
洗
濯
機
等
の
家
電
購

入
・
設
置
費
）

③
住
宅
賃
貸
料

（
賃
貸
料
敷
金
・
礼
金
（
保
証

金
な
ど
も
含
む
）
仲
介
手
数
料

共
益
費
）

④
引
越
費
用

小
谷
村
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
に
つ
い
て

（5）　広報おたり　令和７年５月号 広報おたり　令和７年５月号（4）



ま
め
ま
め
知
識
№134№134

　
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
女
性
は
男
性
よ
り
も
ア
ル
コ
ー

ル
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
を
。

　
若
い
女
性
の
や
せ
過
ぎ
は
、
本

人
の
将
来
と
子
ど
も
の
健
康
問
題

に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
。

　
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
健
康
日
本
21
（
第
三
次
）※
で

は
、
女
性
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

劇
的
に
変
化
す
る
と
い
う
特
性
等

を
踏
ま
え
、「
女
性
の
健
康
」
を

新
た
に
項
目
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
若
年
女
性
に
多
い
や

せ
の
ほ
か
、
骨
粗
し
ょ
う
症
や
飲

酒
に
関
す
る
目
標
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
小
谷
村
健

康
増
進
計
画
「
ま
め
っ
て
ぇ
お
た

り
21
（
第
三
次
）」
で
も
同
じ
方

針
で
目
標
達
成
の
た
め
取
組
を
し

て
い
ま
す
。

　
ま
め
っ
て
ぇ
お
た
り
21
（
第
三

次
）
で
は
「
若
年
女
性
の
や
せ
の

減
少
（
20
～
30
歳
代
（
妊
娠
期
）

女
性
の
や
せ
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
５
未

満
）
の
割
合
の
減
少
）」
を
目
標

項
目
と
し
て
お
り
、
国
の
現
状
値

が
20
・
２
％
（
Ｒ
５
国
民
健
康
栄

養
調
査
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
小

谷
村
で
は
Ｈ
29
～
Ｒ
３
の
５
年
間

の
割
合
で
８
・
２
％
と
い
う
結
果

で
、
次
回
の
目
標
値
は
７
％
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
若
い
世
代
の
女
性
の
や
せ

の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

背
景
と
し
て
は
メ
デ
ィ
ア
や
マ
ス

コ
ミ
で
流
さ
れ
る
「
や
せ
た
女
性

の
体
形
イ
メ
ー
ジ
」
を
目
指
し
て

過
剰
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
人
が

多
い
こ
と
、
ま
た
働
く
女
性
の
場

合
に
は
、
残
業
な
ど
に
よ
っ
て
食

事
が
不
規
則
に
な
り
栄
養
不
足
に

繋
が
る
人
が
多
い
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
若
年
女
性
の
や
せ
は
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
低
下
や
骨
量
減
少

に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
高
く
、

妊
娠
前
に
や
せ
て
い
た
女
性
は
、

低
出
生
体
重
児
を
出
産
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
胎
内
で
の
低
栄
養
状
態
は
成

人
期
に
２
型
糖
尿
病
、
冠
動
脈
疾

患
等
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
月
経
異
常
や
摂
食
障

害
、
貧
血
や
骨
粗
鬆
症
、
様
々
な

健
康
障
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　
ま
た
、
や
せ
て
い
る
女
性
で
は

血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
低
下
し

た
状
態
が
み
ら
れ
る
等
、
や
せ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
同
じ
よ
う
な

変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
最
近

の
研
究
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
楽
し
く
健
康
で
い
き
い
き
と
過

ご
す
た
め
に
は
、
適
正
な
体
重
の

認
識
と
体
重
管
理
が
大
切
で
す
。

　
適
正
な
体
重
と
は
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝

22
」
と
な
る
時
の
体
重
を
さ
し
ま

す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は

体
重
と
身
長
か
ら

算
出
さ
れ
る
肥
満

度
を
表
す
体
格
指

数
で
す
。
「
Ｂ
Ｍ

Ｉ
＝
22
」
は
統
計

的
に
も
最
も
病
気

に
か
か
り
に
く
い

と
さ
れ
る
体
格
で

あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、ダ
イ
エ
ッ

ト
を
行
な
っ
て
い

な
い
の
に
や
せ
過

ぎ
の
場
合
は
、
精

神
疾
患
や
が
ん
、

感
染
症
、
内
分
泌
疾
患
（
甲
状
腺

機
能
亢
進
症
、バ
セ
ド
ウ
病
な
ど
）

な
ど
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

　「
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
量
を
飲
酒
し
て
い
る
女
性
の

割
合
の
減
少
（
１
日
あ
た
り
純
ア

ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
が
20
ｇ
以

上
の
女
性
の
割
合
）」
を
目
標
項

目
と
し
て
お
り
、
国
の
現
状
値
が

９
・
１
％
の
と
こ
ろ
小
谷
村
で
は

８
・
１
％（
Ｒ
５
）で
目
標
値
は
６
・

４
％
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
は
、
男
性
に
比
べ
て
よ
り

少
な
い
飲
酒
量
、よ
り
短
期
間（
男

性
の
半
分
）
で
ア
ル
コ
ー
ル
の
害

を
受
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や

肝
臓
障
害
、
す
い
臓
障
害
な
ど
、

ア
ル
コ
ー
ル
性
の
内
臓
疾
患
を
起

こ
し
や
す
い
で
す
。こ
の
理
由
は
、

女
性
は
男
性
に
比
べ
て
身
体
が
小

さ
く
、
肝
臓
の
大
き
さ
が
小
さ
い

事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
脂
肪

は
男
性
よ
り
多
い
の
で
、
そ
の
分

だ
け
水
分
が
少
な
く
、
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度
が
男
性
よ
り
も
高
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

に
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
を
抑
え

る
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ち
な
み
に
適
正
な
純
ア
ル
コ
ー

ル
の
目
安
量
20
ｇ
と
は
…

　　
女
性
に
と
っ
て
の
適
量
は
男
性

よ
り
も
少
量
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
低
い

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
水
や
炭
酸
で

割
っ
て
度
数
を
下
げ
て
飲
む
な
ど

工
夫
し
、
上
手
く
お
酒
と
付
き
合

い
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

今
月
の
テ
ー
マ
は
女
性
の
健
康
で
す
。

若
年
女
性
の
や
せ
に
つ
い
て

女
性
と
飲
酒
に
つ
い
て

※
健
康
日
本
21

：

健
康
増
進
法
に
基
づ

い
た
国
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
運
動
で
、
す
べ
て
の
国
民
が
健

や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
健
康

寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
を

目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　 【計算式】
ＢＭＩ　＝体重（kg）÷（身長（ｍ）×身長（ｍ））
適正体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22

※ストロング系のお酒は９％ですので25ｇと
なります。

ビール（5％） 500ml（ロング缶）

チューハイ（7％）※ 350ml（缶1本）

日本酒（15％） 180ml（1合）

焼酎（25％） 110ml（1/2杯）

ワイン（12％） 180ml（グラス1杯弱）

ウイスキー（43％） 60ml（ダブル1杯）

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
康
な
状
態

と
要
介
護
状
態
の
中
間
の
段
階
を

指
し
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
て
い
く
と
、
心
身

や
社
会
性
な
ど
の
面
で
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
時
に
回
復
で
き
る
力
が

低
下
し
、
健
康
に
過
ご
せ
て
い
た

状
態
か
ら
、
生
活
に
支
援
が
必
要

に
な
る
要
介
護
の
状
態
に
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
に
は
大
き
く
３
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
が「
身

体
的
フ
レ
イ
ル
」
で
す
。
運
動
器

の
障
が
い
で
移
動
機
能
が
低
下
し

た
り
、
筋
肉
が
衰
え
た
り
す
る
状

態
が
代
表
的
な
例
で
す
。

　
２
つ
目
が
「
精
神
・
心
理
的
フ

レ
イ
ル
」
で
す
。
高
齢
に
な
り
、

定
年
退
職
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を

失
っ
た
り
す
る
こ
と
で
引
き
起
こ

さ
れ
る
、
鬱
や
軽
度
の
認
知
症
の

状
態
を
指
し
ま
す
。

　
３
つ
目
が
「
社
会
的
フ
レ
イ
ル
」

で
す
。
加
齢
に
伴
っ
て
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
こ
と
で

生
じ
る
、
独
居
や
経
済
的
困
窮
の

状
態
を
指
し
ま
す
。

　
３
つ
の
フ
レ
イ
ル
が
連
鎖
し
て

い
く
こ
と
で
、
自
立
度
は
急
激
に

下
が
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
予
防
す
る
こ
と
で

進
行
を
緩
め
、
健
康
な
状
態
に
戻

せ
る
「
可
逆
性
」
と
い
う
特
性
も

あ
り
ま
す
。
３
つ
の
フ
レ
イ
ル
の

中
で
も
特
に
「
身
体
的
フ
レ
イ
ル
」

を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
小
谷
村
独

自
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。
自
分
自
身
の

歩
い
た
距
離
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
全
て

に
チ
ェ
ッ
ク
が
終

わ
っ
た
時
に
は
小
谷

村
か
ら
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
ま
で
の
約
３

０
０
㎞
を
歩
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
先
月
号（
４
月
号
）

の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し

ら
せ
に
掲
載
し
た
よ

う
に
歩
く
こ
と
は
体

全
体
に
い
い
効
果
が

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
フ
レ
イ
ル
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

あ
り
ま
す
。
下
肢
（
足
）
の
筋
力

を
鍛
え
る
た
め
に
も
、
歩
く
こ
と

が
お
す
す
め
で
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
歩
く
こ
と
を
習
慣
的
に
行
う

た
め
の
き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

　
長
野
県
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
お

使
い
の
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る

方
か
ら
の
申
請
に
応
じ
て
ガ
ソ
リ

ン
券
※
５
，
０
０
０
円
分
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
全
国
石
油
業
共
済
協
同
組
合
連
合

　
会
発
行
「
ガ
ソ
リ
ン
の
ギ
フ
ト
券
」

■
申
請
期
間

　
令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）
～

　
７
月
31
日
（
木
）

　（
申
請
は
一
世
帯
一
回
限
り
）

■
対
象
者

　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
世
帯

の
生
計
維
持
者
（
生
活
費
等
を
最

も
多
く
支
払
っ
て
い
る
方
）

 

● 

令
和
７
年
１
月
１
日
に
お
い
て

長
野
県
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

世
帯

 

● 

住
民
税
非
課
税
（
令
和
６
年
度

分
）
ま
た
は
年
収
２
０
０
万
円

未
満
（
令
和
５
年
分
）
の
世
帯

 

● 

自
動
車
、
自
動
二
輪
車
、
原
動

機
付
自
転
車
を
使
用
し
て
い
る

世
帯

　
※
電
気
、
水
素
自
動
車
を
除
く

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
ガ
ソ
リ
ン
緊
急
支
援

　
事
務
セ
ン
タ
ー

　
　
０
２
６
‐
２
１
７
‐
７
８
２
７

　
受
付
時
間

　
平
日
（
月
～
金
曜
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
※
土
日
祝
除
く

　
Ｈ
Ｐ

：https://www.nagano

　
　
　  -gs-kinkyu.jp

ガ
ソ
リ
ン
緊
急
支
援
事
業
の

お
知
ら
せ

申請書類等は下の二
次元バーコードより
ご確認ください▼
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ま
め
ま
め
知
識
№134№134

　
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
女
性
は
男
性
よ
り
も
ア
ル
コ
ー

ル
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
を
。

　
若
い
女
性
の
や
せ
過
ぎ
は
、
本

人
の
将
来
と
子
ど
も
の
健
康
問
題

に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
。

　
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
健
康
日
本
21
（
第
三
次
）※
で

は
、
女
性
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

劇
的
に
変
化
す
る
と
い
う
特
性
等

を
踏
ま
え
、「
女
性
の
健
康
」
を

新
た
に
項
目
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
若
年
女
性
に
多
い
や

せ
の
ほ
か
、
骨
粗
し
ょ
う
症
や
飲

酒
に
関
す
る
目
標
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
小
谷
村
健

康
増
進
計
画
「
ま
め
っ
て
ぇ
お
た

り
21
（
第
三
次
）」
で
も
同
じ
方

針
で
目
標
達
成
の
た
め
取
組
を
し

て
い
ま
す
。

　
ま
め
っ
て
ぇ
お
た
り
21
（
第
三

次
）
で
は
「
若
年
女
性
の
や
せ
の

減
少
（
20
～
30
歳
代
（
妊
娠
期
）

女
性
の
や
せ
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
５
未

満
）
の
割
合
の
減
少
）」
を
目
標

項
目
と
し
て
お
り
、
国
の
現
状
値

が
20
・
２
％
（
Ｒ
５
国
民
健
康
栄

養
調
査
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
小

谷
村
で
は
Ｈ
29
～
Ｒ
３
の
５
年
間

の
割
合
で
８
・
２
％
と
い
う
結
果

で
、
次
回
の
目
標
値
は
７
％
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
若
い
世
代
の
女
性
の
や
せ

の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

背
景
と
し
て
は
メ
デ
ィ
ア
や
マ
ス

コ
ミ
で
流
さ
れ
る
「
や
せ
た
女
性

の
体
形
イ
メ
ー
ジ
」
を
目
指
し
て

過
剰
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
人
が

多
い
こ
と
、
ま
た
働
く
女
性
の
場

合
に
は
、
残
業
な
ど
に
よ
っ
て
食

事
が
不
規
則
に
な
り
栄
養
不
足
に

繋
が
る
人
が
多
い
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
若
年
女
性
の
や
せ
は
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
低
下
や
骨
量
減
少

に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
高
く
、

妊
娠
前
に
や
せ
て
い
た
女
性
は
、

低
出
生
体
重
児
を
出
産
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
胎
内
で
の
低
栄
養
状
態
は
成

人
期
に
２
型
糖
尿
病
、
冠
動
脈
疾

患
等
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
月
経
異
常
や
摂
食
障

害
、
貧
血
や
骨
粗
鬆
症
、
様
々
な

健
康
障
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　
ま
た
、
や
せ
て
い
る
女
性
で
は

血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
低
下
し

た
状
態
が
み
ら
れ
る
等
、
や
せ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
同
じ
よ
う
な

変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
最
近

の
研
究
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
楽
し
く
健
康
で
い
き
い
き
と
過

ご
す
た
め
に
は
、
適
正
な
体
重
の

認
識
と
体
重
管
理
が
大
切
で
す
。

　
適
正
な
体
重
と
は
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝

22
」
と
な
る
時
の
体
重
を
さ
し
ま

す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は

体
重
と
身
長
か
ら

算
出
さ
れ
る
肥
満

度
を
表
す
体
格
指

数
で
す
。
「
Ｂ
Ｍ

Ｉ
＝
22
」
は
統
計

的
に
も
最
も
病
気

に
か
か
り
に
く
い

と
さ
れ
る
体
格
で

あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、ダ
イ
エ
ッ

ト
を
行
な
っ
て
い

な
い
の
に
や
せ
過

ぎ
の
場
合
は
、
精

神
疾
患
や
が
ん
、

感
染
症
、
内
分
泌
疾
患
（
甲
状
腺

機
能
亢
進
症
、バ
セ
ド
ウ
病
な
ど
）

な
ど
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

　「
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
量
を
飲
酒
し
て
い
る
女
性
の

割
合
の
減
少
（
１
日
あ
た
り
純
ア

ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
が
20
ｇ
以

上
の
女
性
の
割
合
）」
を
目
標
項

目
と
し
て
お
り
、
国
の
現
状
値
が

９
・
１
％
の
と
こ
ろ
小
谷
村
で
は

８
・
１
％（
Ｒ
５
）で
目
標
値
は
６
・

４
％
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
は
、
男
性
に
比
べ
て
よ
り

少
な
い
飲
酒
量
、よ
り
短
期
間（
男

性
の
半
分
）
で
ア
ル
コ
ー
ル
の
害

を
受
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や

肝
臓
障
害
、
す
い
臓
障
害
な
ど
、

ア
ル
コ
ー
ル
性
の
内
臓
疾
患
を
起

こ
し
や
す
い
で
す
。こ
の
理
由
は
、

女
性
は
男
性
に
比
べ
て
身
体
が
小

さ
く
、
肝
臓
の
大
き
さ
が
小
さ
い

事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
脂
肪

は
男
性
よ
り
多
い
の
で
、
そ
の
分

だ
け
水
分
が
少
な
く
、
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度
が
男
性
よ
り
も
高
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

に
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
を
抑
え

る
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ち
な
み
に
適
正
な
純
ア
ル
コ
ー

ル
の
目
安
量
20
ｇ
と
は
…

　　
女
性
に
と
っ
て
の
適
量
は
男
性

よ
り
も
少
量
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
低
い

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
水
や
炭
酸
で

割
っ
て
度
数
を
下
げ
て
飲
む
な
ど

工
夫
し
、
上
手
く
お
酒
と
付
き
合

い
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

今
月
の
テ
ー
マ
は
女
性
の
健
康
で
す
。

若
年
女
性
の
や
せ
に
つ
い
て

女
性
と
飲
酒
に
つ
い
て

※
健
康
日
本
21

：

健
康
増
進
法
に
基
づ

い
た
国
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
運
動
で
、
す
べ
て
の
国
民
が
健

や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
健
康

寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
を

目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　 【計算式】
ＢＭＩ　＝体重（kg）÷（身長（ｍ）×身長（ｍ））
適正体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22

※ストロング系のお酒は９％ですので25ｇと
なります。

ビール（5％） 500ml（ロング缶）

チューハイ（7％）※ 350ml（缶1本）

日本酒（15％） 180ml（1合）

焼酎（25％） 110ml（1/2杯）

ワイン（12％） 180ml（グラス1杯弱）

ウイスキー（43％） 60ml（ダブル1杯）

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
康
な
状
態

と
要
介
護
状
態
の
中
間
の
段
階
を

指
し
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
て
い
く
と
、
心
身

や
社
会
性
な
ど
の
面
で
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
時
に
回
復
で
き
る
力
が

低
下
し
、
健
康
に
過
ご
せ
て
い
た

状
態
か
ら
、
生
活
に
支
援
が
必
要

に
な
る
要
介
護
の
状
態
に
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
に
は
大
き
く
３
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
が「
身

体
的
フ
レ
イ
ル
」
で
す
。
運
動
器

の
障
が
い
で
移
動
機
能
が
低
下
し

た
り
、
筋
肉
が
衰
え
た
り
す
る
状

態
が
代
表
的
な
例
で
す
。

　
２
つ
目
が
「
精
神
・
心
理
的
フ

レ
イ
ル
」
で
す
。
高
齢
に
な
り
、

定
年
退
職
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を

失
っ
た
り
す
る
こ
と
で
引
き
起
こ

さ
れ
る
、
鬱
や
軽
度
の
認
知
症
の

状
態
を
指
し
ま
す
。

　
３
つ
目
が
「
社
会
的
フ
レ
イ
ル
」

で
す
。
加
齢
に
伴
っ
て
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
こ
と
で

生
じ
る
、
独
居
や
経
済
的
困
窮
の

状
態
を
指
し
ま
す
。

　
３
つ
の
フ
レ
イ
ル
が
連
鎖
し
て

い
く
こ
と
で
、
自
立
度
は
急
激
に

下
が
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
予
防
す
る
こ
と
で

進
行
を
緩
め
、
健
康
な
状
態
に
戻

せ
る
「
可
逆
性
」
と
い
う
特
性
も

あ
り
ま
す
。
３
つ
の
フ
レ
イ
ル
の

中
で
も
特
に
「
身
体
的
フ
レ
イ
ル
」

を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
小
谷
村
独

自
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。
自
分
自
身
の

歩
い
た
距
離
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
全
て

に
チ
ェ
ッ
ク
が
終

わ
っ
た
時
に
は
小
谷

村
か
ら
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
ま
で
の
約
３

０
０
㎞
を
歩
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
先
月
号（
４
月
号
）

の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し

ら
せ
に
掲
載
し
た
よ

う
に
歩
く
こ
と
は
体

全
体
に
い
い
効
果
が

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
フ
レ
イ
ル
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

あ
り
ま
す
。
下
肢
（
足
）
の
筋
力

を
鍛
え
る
た
め
に
も
、
歩
く
こ
と

が
お
す
す
め
で
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
歩
く
こ
と
を
習
慣
的
に
行
う

た
め
の
き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

　
長
野
県
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
お

使
い
の
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る

方
か
ら
の
申
請
に
応
じ
て
ガ
ソ
リ

ン
券
※
５
，
０
０
０
円
分
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
全
国
石
油
業
共
済
協
同
組
合
連
合

　
会
発
行
「
ガ
ソ
リ
ン
の
ギ
フ
ト
券
」

■
申
請
期
間

　
令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）
～

　
７
月
31
日
（
木
）

　（
申
請
は
一
世
帯
一
回
限
り
）

■
対
象
者

　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
世
帯

の
生
計
維
持
者
（
生
活
費
等
を
最

も
多
く
支
払
っ
て
い
る
方
）

 

● 

令
和
７
年
１
月
１
日
に
お
い
て

長
野
県
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

世
帯

 

● 

住
民
税
非
課
税
（
令
和
６
年
度

分
）
ま
た
は
年
収
２
０
０
万
円

未
満
（
令
和
５
年
分
）
の
世
帯

 

● 

自
動
車
、
自
動
二
輪
車
、
原
動

機
付
自
転
車
を
使
用
し
て
い
る

世
帯

　
※
電
気
、
水
素
自
動
車
を
除
く

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
ガ
ソ
リ
ン
緊
急
支
援

　
事
務
セ
ン
タ
ー

　
　
０
２
６
‐
２
１
７
‐
７
８
２
７

　
受
付
時
間

　
平
日
（
月
～
金
曜
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
※
土
日
祝
除
く

　
Ｈ
Ｐ

：https://www.nagano

　
　
　  -gs-kinkyu.jp

ガ
ソ
リ
ン
緊
急
支
援
事
業
の

お
知
ら
せ

申請書類等は下の二
次元バーコードより
ご確認ください▼
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はくばアルプス農場ニュース

今後も臭気の発生には十分注意して農場作業を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ　はくばＳＰＦ豚農場 　　080‐1330‐0974
はくばアルプス農場（ＪＡ全農長野県本部・ＪＡ大北） 　　72‐2716

はくばＳＰＦ豚農場の令和７年５月出荷作業日程をお知らせします ※作業日程は変更になる場合があります

●堆肥の集中搬出は、雪の状況により遅れていましたが、４月から搬出を始めています。搬出の際には、
臭気の発生に十分注意して行います。

●３月21日、農場の水質検査を実施しました。

●臭気対策に有効な「気化ガス脱臭装置」の定期メンテナンスを４月16日に実施しました。

肥育豚出荷 毎週 月曜日　午前５：00～　／　毎週 水・木曜日　午前６：00～

子 豚 出 荷
（繁殖センター）

５月２日 午前８：00～(種豚導入)
５月６日 午前８：30～

10：00～
10：30～(大〆出荷)

５月７日 午前８：00～

５月13日 午前８：30～
10：00～
10：30～（大〆出荷）

５月14日 午前８：30～
５月20日 午前８：30～

10：00～（大〆出荷）

５月21日 午前８：30～
９：00～
10：00～

５月27日 午前８：30～
５月28日 午前９：00～

12：00～

■
概
要

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
働
く
税
務
職
員
（
国

家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

１
　
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
者

２
　
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

■
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

■
申
込
方
法
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

●

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説
明
に

従
い
入
力
す
る
。

https://www.jinji-
shiken.go.jp/juken.
html

●

受
付
期
間

令
和
７
年
６
月
13
日
（
金
）
午
前
９
時
～

６
月
25
日
（
水
）〔
受
信
有
効
〕

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

環
境
の
場
合
】

●

問
合
せ
先

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

税
局
（
沖
縄
国
税
事
務
所
）

■
試
験
日

●

第
１
次
試
験
日

令
和
７
年
９
月
７
日
（
日
）

●

第
２
次
試
験
日

令
和
７
年
10
月
15
日
（
水
）
～

　
10
月
24
日
（
金
）
ま
で
の
間
の
第
１
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

■
合
格
者
発
表
日

●

第
１
次
試
験
合
格
者

令
和
７
年
10
月
９
日
（
木
）

●

最
終
合
格
者

令
和
７
年
11
月
18
日
（
火
）

■
問
合
せ
先

●

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す
る

問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１

　
内
線
２
３
３
３

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。）

●

右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

　
内
線
２
０
９
７

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。）

令
和
７
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験
要
綱

国税庁
〈税務職員採用試験〉

人事院
〈採用情報 NAVI〉

人事院
〈インターネット申込〉

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
、
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
７
億
円
！

１
等

５
億
円
×
23
本

１
等
の
前
後
賞
各

１
億
円
×
46
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
９

０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

同
時
発
売
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
は
、
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
5
千
万
円
！

１
等

３
千
万
円
×
70
本

１
等
の
前
後
賞
各

１
千
万
円
×
１
４
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
２
１

０
億
円
・
７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
発
売
期
間

令
和
７
年
７
月
11
日
（
金
）
か
ら

８
月
11
日
（
月
）
ま
で

■
抽
せ
ん
日

令
和
７
年
８
月
21
日
（
木
）

■
支
払
開
始
日

令
和
７
年
８
月
26
日
（
火
）

■
各
１
枚

３
０
０
円

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
、Ｐ
Ｃ
や

ス
マ
ホ
か
ら
も
ネ
ッ
ト
購
入
で
き

ま
す

※
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
（
第
１
０
１
３
回
全
国
自
治

宝
く
じ
）
及
び
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
（
第
１
０
１
４
回
全
国

自
治
宝
く
じ
）
の
時
効
（
令
和

７
年
８
月
27
日
（
水
））
が
迫
っ

て
お
り
ま
す
の
で
お
忘
れ
な

く
。

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が

７
月
11
日（
金
）
か
ら
全
国
で

２
種
類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す

●

入
山
場
所
と
予
定
を
家
族
等
に

伝
え
ま
し
ょ
う

遭
難
し
た
場
合
、
場
所
が
特
定

で
き
な
け
れ
ば
、
捜
索
や
救
助
が

非
常
に
困
難
と
な
り
ま
す
。

●

携
帯
電
話
を
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う

携
帯
電
話
は
、
万
が
一
の
時
の

通
信
手
段
と
な
り
ま
す
。
自
宅
や

車
内
に
置
い
て
い
く
こ
と
な
く
、

山
菜
採
り
で
の
遭
難
に
ご
注
意
を

必
ず
携
帯
し
て
入
山
し
ま
し
ょ

う
。

●

急
斜
面
で
の
滑
落
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

足
元
に
十
分
注
意
し
て
、
滑
落

の
危
険
の
あ
る
場
所
へ
の
入
山
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

●

単
独
で
の
入
山
は
避
け
ま
し
ょ

う単
独
で
の
入
山
は
、
万
が
一
遭

難
し
た
時
に
救
助
要
請
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
複
数
人
で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

複
数
人
で
入
山
し
て
も
、
単
独
行

動
を
す
る
こ
と
な
く
、
同
行
者
と

声
の
届
く
範
囲
で
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

●

熊
な
ど
野
生
動
物
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

野
生
動
物
か
ら
の
危
害
防
止
の

た
め
に
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
岳
情
報
（
長
野
県
警
察
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

■
長
野
県
警
察
山
岳
遭
難
救
助
隊

公
式
Ｘ（@NAGANO_P_M_R

）

県
内
で
は
、
毎
年
、
農
作
業
中

の
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
高
齢
者
の
事
故
（
特
に
ト
ラ

ク
タ
ー
や
乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る

事
故
）
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
家
族
や
仲
間
同
士
で
声
を
掛

け
合
う
と
と
も
に
、
次
の
点
に
注

意
し
て
安
全
に
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
少
し
で
も
危
険

を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
作
業
を
中
止

し
ま
し
ょ
う
。

５
月
は
「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
」
で
す

■
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
事
故
防
止

の
注
意
点

・
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
と

き
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
走
行
中
の
転
倒
や
転
落
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。（
直
角
カ
ー
ブ
、

鋭
角
カ
ー
ブ
、
坂
道
走
行
、
狭

い
道
幅
、
草
む
ら
で
は
ス
ピ
ー

ド
を
抑
え
る
。）

・
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
後
退

時
に
後
方
を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る

事
故
防
止
の
注
意
点

・
作
業
前
に
障
害
物
や
作
業
の
支

障
に
な
る
枝
な
ど
が
無
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
斜
面
で
作
業
す
る
場
合
は
、
傾

斜
角
や
機
械
の
バ
ラ
ン
ス
に
十

分
注
意
し
、
低
速
で
走
行
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

県
庁

農
村
振
興
課

０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
４
５

昨
年
長
野
県
内
で
は
、
山
菜
採
り
中
に
８
件
の
遭
難
が
発
生
し
、

死
者
３
人
を
含
む
、
８
人
が
遭
難
し
ま
し
た
。
山
菜
採
り
に
行
か
れ

る
際
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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はくばアルプス農場ニュース

今後も臭気の発生には十分注意して農場作業を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ　はくばＳＰＦ豚農場 　　080‐1330‐0974
　　　　　　　　はくばアルプス農場（ＪＡ全農長野県本部・ＪＡ大北） 72‐2716

はくばＳＰＦ豚農場の令和７年５月出荷作業日程をお知らせします ※作業日程は変更になる場合があります

●堆肥の集中搬出は、雪の状況により遅れていましたが、４月から搬出を始めています。搬出の際には、
臭気の発生に十分注意して行います。

●３月21日、農場の水質検査を実施しました。

●臭気対策に有効な「気化ガス脱臭装置」の定期メンテナンスを４月16日に実施しました。

肥育豚出荷 毎週 月曜日　午前５：00～　／　毎週 水・木曜日　午前６：00～

子 豚 出 荷
（繁殖センター）

５月２日 午前８：00～(種豚導入)
５月６日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～
　　　　　　 10：30～(大〆出荷)
５月７日 午前８：00～

５月13日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～
　　　　　　 10：30～（大〆出荷）
５月14日 午前８：30～
５月20日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～（大〆出荷）

５月21日 午前８：30～
９：00～

　　　　　　 10：00～
５月27日 午前８：30～
５月28日 午前９：00～
　　　　　　 12：00～

■
概
要

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
働
く
税
務
職
員
（
国

家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

１
　
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
者

２
　
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

■
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

■
申
込
方
法
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

●

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説
明
に

従
い
入
力
す
る
。

https://www.jinji-
shiken.go.jp/juken.
html

●

受
付
期
間

令
和
７
年
６
月
13
日
（
金
）
午
前
９
時
～

６
月
25
日
（
水
）〔
受
信
有
効
〕

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

環
境
の
場
合
】

●

問
合
せ
先

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

税
局
（
沖
縄
国
税
事
務
所
）

■
試
験
日

●

第
１
次
試
験
日

令
和
７
年
９
月
７
日
（
日
）

●

第
２
次
試
験
日

令
和
７
年
10
月
15
日
（
水
）
～

10
月
24
日
（
金
）
ま
で
の
間
の
第
１
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

■
合
格
者
発
表
日

●

第
１
次
試
験
合
格
者

令
和
７
年
10
月
９
日
（
木
）

●

最
終
合
格
者

令
和
７
年
11
月
18
日
（
火
）

■
問
合
せ
先

●

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す
る

問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１

内
線
２
３
３
３

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。）

●

右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

内
線
２
０
９
７

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。）

令
和
７
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験
要
綱

国税庁
〈税務職員採用試験〉

人事院
〈採用情報 NAVI〉

人事院
〈インターネット申込〉

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
、
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
７
億
円
！

　
１
等
　
　
　
５
億
円
×
23
本

　
１
等
の
前
後
賞
各

１
億
円
×
46
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
９

０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

同
時
発
売
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
は
、
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
5
千
万
円
！

　
１
等
　
３
千
万
円
×
70
本

　
１
等
の
前
後
賞
各

１
千
万
円
×
１
４
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
２
１

０
億
円
・
７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
発
売
期
間

令
和
７
年
７
月
11
日
（
金
）
か
ら

８
月
11
日
（
月
）
ま
で

■
抽
せ
ん
日

令
和
７
年
８
月
21
日
（
木
）

■
支
払
開
始
日

令
和
７
年
８
月
26
日
（
火
）

■
各
１
枚
　
３
０
０
円

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
、Ｐ
Ｃ
や

ス
マ
ホ
か
ら
も
ネ
ッ
ト
購
入
で
き

ま
す

※
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
（
第
１
０
１
３
回
全
国
自
治

宝
く
じ
）
及
び
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
（
第
１
０
１
４
回
全
国

自
治
宝
く
じ
）
の
時
効
（
令
和

７
年
８
月
27
日
（
水
））
が
迫
っ

て
お
り
ま
す
の
で
お
忘
れ
な

く
。

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が

７
月
11
日（
金
）
か
ら
全
国
で

２
種
類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す

●

入
山
場
所
と
予
定
を
家
族
等
に

伝
え
ま
し
ょ
う

遭
難
し
た
場
合
、
場
所
が
特
定

で
き
な
け
れ
ば
、
捜
索
や
救
助
が

非
常
に
困
難
と
な
り
ま
す
。

●

携
帯
電
話
を
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う

　
携
帯
電
話
は
、
万
が
一
の
時
の

通
信
手
段
と
な
り
ま
す
。
自
宅
や

車
内
に
置
い
て
い
く
こ
と
な
く
、

山
菜
採
り
で
の
遭
難
に
ご
注
意
を

必
ず
携
帯
し
て
入
山
し
ま
し
ょ

う
。

●

急
斜
面
で
の
滑
落
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

足
元
に
十
分
注
意
し
て
、
滑
落

の
危
険
の
あ
る
場
所
へ
の
入
山
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

●

単
独
で
の
入
山
は
避
け
ま
し
ょ

う
　
単
独
で
の
入
山
は
、
万
が
一
遭

難
し
た
時
に
救
助
要
請
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
複
数
人
で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

複
数
人
で
入
山
し
て
も
、
単
独
行

動
を
す
る
こ
と
な
く
、
同
行
者
と

声
の
届
く
範
囲
で
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

●

熊
な
ど
野
生
動
物
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

野
生
動
物
か
ら
の
危
害
防
止
の

た
め
に
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
岳
情
報
（
長
野
県
警
察
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

■
長
野
県
警
察
山
岳
遭
難
救
助
隊

公
式
Ｘ（@NAGANO_P_M_R

）

　
県
内
で
は
、
毎
年
、
農
作
業
中

の
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
高
齢
者
の
事
故
（
特
に
ト
ラ

ク
タ
ー
や
乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る

事
故
）
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
家
族
や
仲
間
同
士
で
声
を
掛

け
合
う
と
と
も
に
、
次
の
点
に
注

意
し
て
安
全
に
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
少
し
で
も
危
険

を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
作
業
を
中
止

し
ま
し
ょ
う
。

５
月
は
「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
」
で
す

■
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
事
故
防
止

の
注
意
点

・
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
と

き
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
走
行
中
の
転
倒
や
転
落
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。（
直
角
カ
ー
ブ
、

鋭
角
カ
ー
ブ
、
坂
道
走
行
、
狭

い
道
幅
、
草
む
ら
で
は
ス
ピ
ー

ド
を
抑
え
る
。）

・
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
後
退

時
に
後
方
を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る

事
故
防
止
の
注
意
点

・
作
業
前
に
障
害
物
や
作
業
の
支

障
に
な
る
枝
な
ど
が
無
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
斜
面
で
作
業
す
る
場
合
は
、
傾

斜
角
や
機
械
の
バ
ラ
ン
ス
に
十

分
注
意
し
、
低
速
で
走
行
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

県
庁
　
農
村
振
興
課

　
　
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
４
５

　
昨
年
長
野
県
内
で
は
、
山
菜
採
り
中
に
８
件
の
遭
難
が
発
生
し
、

死
者
３
人
を
含
む
、
８
人
が
遭
難
し
ま
し
た
。
山
菜
採
り
に
行
か
れ

る
際
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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令和７年５月発行　■人口 2,600 人　男 1,351 人　女 1,249 人　■世帯数　1,258 戸 （R７.４.28 現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。

＊４のつく日（４日・14日・24日）は
「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
　大町地区交通安全協会小谷支部事務局
　総務課庶務係　　８２‐２０２４

口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
５
月
26
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 ５

　
月

今
月
の
納
税

税

目

期

別

納
期
限

軽
自
動
車
税

全
期

６
月
２
日（
月
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
７
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

５
月
20
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

８
２‐

２
５
８
８

※出生・死亡は希望掲載です。住民だより （令和７年３月届出分）

●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

深澤　昭代 86 歳 栂池南 英喜

栗田　民子 86 歳 千国 好和

今井　文子 104 歳 下里瀬 規善

●あかちゃん

地区 保護者氏　名

栂池南 ゴビンダ・ニルマガル  グリフォン

原　よしゑ 94 歳 大網 博和

広
報
お
た
り
４
月
号
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
し
た
人
事
異
動
の
記
事
に
お
き
ま
し
て
、

退
職
職
員
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
内
川
恵
里

（
正
）
内
山
恵
里

読
者
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

お
詫
び

「あなたは知ってる？　電波のルール」
電波は、消防・救急、テレビ・ラジオ、スマートフォン・携帯電話など、社

会のインフラに使われています。私たちの暮らしの安心・安全のために電波の
正しい利用をお願いします｡
【電波の３つのルール】
　１ 無線機器を使用の際は「技適マーク」 の確認を。
　２ 外国規格の無線機器にはご注意ください。
　３ 電波の利用には、原則、免許が必要です。

■問い合わせ先　信越総合通信局
★不法無線局に関すること　　　監視調査課　 　（　 026-234-9976）
★放送の受信障害に関すること　受信障害対策官（　 026-234-9991）
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令和７年５月発行　■人口 2,600 人　男 1,351 人　女 1,249 人　■世帯数　1,258 戸 （R７.４.28 現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。

＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
大町地区交通安全協会小谷支部事務局
総務課庶務係　　８２‐２０２４

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
５
月
26
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 ５

　
月

今
月
の
納
税

税
　
目

期
　
別

納
期
限

軽
自
動
車
税

全
期

６
月
２
日（
月
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
７
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
５
月
20
日
（
火
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

広
報
お
た
り
４
月
号
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
し
た
人
事
異
動
の
記
事
に
お
き
ま
し
て
、

退
職
職
員
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
内
川
恵
里
　
　（
正
）
内
山
恵
里

読
者
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

お
詫
び

「あなたは知ってる？　電波のルール」
　電波は、消防・救急、テレビ・ラジオ、スマートフォン・携帯電話など、社
会のインフラに使われています。私たちの暮らしの安心・安全のために電波の
正しい利用をお願いします｡
 【電波の３つのルール】
　１ 無線機器を使用の際は「技適マーク」　  の確認を。
　２ 外国規格の無線機器にはご注意ください。
　３ 電波の利用には、原則、免許が必要です。

■問い合わせ先　信越総合通信局
★不法無線局に関すること　　　監視調査課　 　（　 026-234-9976）
★放送の受信障害に関すること　受信障害対策官（　 026-234-9991）
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